
第４章　遺構

　第１節　小矢戸地区の遺構

　１　掘立柱建物（第７～35図、図版第７～11・22）

　ＳＢ 01（第７図）　Ａ３・４からＢ３・４で建物群の北端に位置し、桁行３間×梁間２間で南北方向

に棟をもつ。規模は桁行 6.8ｍで梁間 3.8ｍ、柱間幅は桁行が 2.2～ 2.3 ｍで梁間が 1.9～ 2.1 ｍを測る。

南東隅柱のＰ 06 が内方へずれて桁行が平行せず、やや不整な形状を呈す。北東部の柱穴も確認できな

かったため建物としたが不明確である。

　ＳＢ 02（第８図）　Ｂ３・４からＣ４でＳＢ 01 の南西に位置し、桁行３間×梁間２間で南北方向に棟

をもつ。規模は桁行 8.2 ｍで梁間 4.9 ｍ、柱間幅は桁行が 2.6 ～ 3.0 ｍで梁間が 2.3 ～ 2.6 ｍを測る。

Ｐ 05 でＳＢ 03 のＰ 02、Ｐ 09 ではＳＢ 01 のＰ 04 と隣接し、ＳＢ 01・03 と重複するが前後関係は不詳

である。Ｐ 01・06・09 から坏Ａ、Ｐ 09 から墨書の皿が出土した。また、Ｐ 03 以外の各柱穴から須恵

器と土師質土器の破片等が僅かに出土した。

　ＳＢ 03（第９図）　Ｂ４・５からＣ４・５でＳＢ 02 の南側に位置し、桁行４間×梁間２間で南北方向
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に棟をもつ。規模は桁行 7.4 ｍで梁間 3.5 ｍ、柱間幅は桁行が 1.2 ～ 2.3 ｍで梁間が 1.8 ｍ程を測る。桁

行は柱間幅がやや不規則であり、Ｐ09は列から外れる。Ｐ01～09で土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 04（第９図）　Ｂ５からＣ４・５でＳＢ 03 の南西に位置し、桁行１間×梁間１間で南北方向に棟

をもつと推察される。規模は桁行 3.4 ｍで梁間 4.6 ｍを測り、やや小形の方形状を呈す。ＳＢ03と重複

するが前後関係は不詳である。Ｐ01から坏Ｂ、Ｐ01～04で須恵器と土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 05（第 10 図）　Ｃ５・６でＳＢ 04 の南側に隣接し、桁行３間×梁間２間で南北方向に棟をもつ。

規模は桁行 6.2 ｍで梁間 4.4 ｍ、柱間幅は桁行が 1.9 ～ 2.1 ｍで梁間が 1.9 ～ 2.4 ｍを測る。Ｐ 02 は

近現代の暗渠による撹乱で底部が僅かに遺存していた。Ｐ 07 から坏Ａ、Ｐ 01・04・06 ～ 10 で須恵器

と土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 06（第 10 図）　Ｃ５・６からＤ６でＳＢ 05 の南側に隣接し、桁行１間以上×梁間１間で南北方

向に棟をもつ。規模は桁行 5.2 ｍで梁間 4.5 ｍ、柱間幅は桁行が 3.7 ｍ程を測る。桁行は南へのび２間
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第１節　小矢戸地区の遺構
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とも考えられるが、規模や構造がＳＢ 04 と類似する可能性もある。また、各柱穴から須恵器と土師質

土器の破片等が僅かに出土した。

　ＳＢ 07（第 11図）　Ａ・Ｂ５でＳＢ 03の東側に位置し、桁行２間以上×梁間２間で南北方向に棟をもつ。

規模は桁行 7.4 ｍで梁間 5.4 ｍ、柱間幅は桁行が 3.8 ｍ程で梁間が 2.4 ～ 2.9 ｍを測る。ＳＢ 07 の南

東半は削平により遺存しない。Ｐ 01・05 から須恵器と土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 08（第 12 図）　Ｄ・Ｅ６でＳＢ 06 の南西に位置し、桁行４間×梁間２間で東西方向に棟をもつ。

規模は桁行 7.5 ｍで梁間 4.6 ｍ、柱間幅は桁行が 1.9 ～ 2.1 ｍで梁間が 2.4 ｍ程を測る。また、ＳＢ

09 と重複するが前後関係は不詳である。Ｐ 05 から巡方、Ｐ 10 で墨書の皿２点が重なって出土した。Ｐ

06・09 ～ 12 で須恵器と土師質土器の破片等が僅かに出土した。

　ＳＢ 09（第 13 図）　Ｄ６からＥ６・７でＳＢ 08 の南側に隣接し、桁行３間×梁間２間で南北方向に

棟をもつ。規模は桁行 6.0 ｍで梁間 4.0 ｍ、柱間幅は桁行が 1.9 ～ 2.0 ｍで梁間が 2.0 ｍ程を測る。Ｐ

10 から巡方、Ｐ 06 ～ 08 で須恵器と土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 10（第 13 図）　Ｄ・Ｅ７でＳＢ 09 の南東に位置し、桁行３間×梁間２間で南北方向に棟をもつ。

規模は桁行 4.3ｍで梁間 3.1ｍ、柱間幅は桁行が 0.8～1.9ｍで梁間が1.4～1.8ｍを測る。桁行は柱間幅

が不規則であり、やや不整な形状を呈す。また、南西隅柱のＰ 04 は土坑が重複しているとも考えられる。
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Ｐ 04 から坏Ａと坏蓋、Ｐ 04 ～ 06 で須恵器と土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 11（第 14 図）　Ｄ７でＳＢ 10 の東側に位置する。西側の桁行のみ検出し、建物の大半は削平等

により遺存しない。桁行３間で南北方向に棟をもつと考えられ、規模は5.5ｍで柱間幅は1.8ｍ程を測る。

Ｐ 03 から須恵器の碗、Ｐ 04 で坏蓋、Ｐ 01 ～ 04 で須恵器と土師質土器の破片等が僅かに出土した。

　ＳＢ 12（第 14 図）　Ｄ７・８からＥ７・８でＳＢ 10 の南東に位置し、桁行３間×梁間２間でほぼ南

北方向に棟をもつ。規模は桁行 5.1 ｍで梁間 4.0 ｍ、柱間幅は桁行が 1.7 ～ 1.9 ｍで梁間が 2.0 ｍ程を

測る。構成する柱穴は、やや大形の隅丸方形状を呈し、長軸で 1.0 ～ 1.2 ｍを測る。また、各柱穴から

須恵器と土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 13（第 15 図）　Ｂ７からＣ６・７でＳＢ 06 の南東に位置し、桁行３間×梁間３間で南北方向に

棟をもつ。規模は桁行 7.0ｍで梁間 4.9 ｍ、柱間幅は桁行が 2.2 ～ 2.5 ｍで梁間が 1.6 ｍ程を測る。構成

する柱穴はＳＢ12 と同様だが、北側梁間のＰ01・10 ～ 12 はやや不整な形状である。また、Ｐ02・09 は
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第１節　小矢戸地区の遺構
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現代の用水路により一部削取されている。Ｐ 02 ～ 10 で須恵器と土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 14（第 16・17 図）　Ａ８からＢ７・８、Ｃ８・９でＳＢ 13 の南東に位置し、桁行６間×梁間３

間で南北方向に棟をもつ。規模は桁行12.8ｍで梁間6.5ｍ、柱間幅は桁行と梁間とも1.9～2.4ｍを測る。

建物の南西半は削平により遺存状況が不良だが、構成する柱穴は大形の隅丸方形状を呈し、長軸で 1.3

～1.6ｍ程を測る。Ｐ10・18 で墨書の坏Ａ、Ｐ17で皿、Ｐ08・11 以外の各柱穴から須恵器と土師質土器

の破片等が少量出土した。本遺跡では最大の規模であり、集落の中心的な施設であったと考えられる。

第４章　遺構
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　ＳＢ 15（第 18 図）　Ｄ１・２からＥ１・２で検出した。桁行１間×梁間１間で北東から南西方向に棟

をもつと考えられる。規模は桁行4.1ｍで梁間 3.7ｍを測り、小形の方形状を呈す。他の建物群から離れ、

棟方向も異なっており、時期差があると推察される。

　ＳＢ 16（第 18 図）　Ｅ・Ｆ２で検出した。建物南西半のＰ 01 ～ 08 は県道区にあり、既に報告してあ

る。ＳＢ 15 の南西に位置し、桁行４間×梁間２間で南北方向に棟をもつ。規模は桁行 7.1 ｍで梁間 4.2

ｍ、柱間幅は桁行が 1.6～ 2.0 ｍで梁間が 2.1～ 2.2 ｍを測る。ＳＢ 16と県道区のＳＢ 04は列状となり、

調査区外の南方へ続くと考えられる。また、東側のＳＢ 01 ～ 14 の建物群と対をなすと推察される。

　ＳＢ 17（第 19 図）　Ｄ・Ｅ 12 でＳＲ 01 の南側に位置する。桁行は３間だが、梁間は北側２間で南側

１間であり、南北方向に棟をもつ。規模は桁行 4.1 ｍで梁間 3.8 ｍ、柱間幅は桁行が 1.3 ～ 1.4 ｍを測り、

小形の方形状を呈す。ＳＢ 19 と重複するが前後関係は不詳である。また、Ｐ 01・07 から土師質土器の

破片等が僅かに出土した。

　ＳＢ 18（第 19 図）　Ｄ 12・13 でＳＢ 17 の東側に位置し、桁行３間×梁間２間で南北方向に棟をもつ。

規模は桁行 5.0 ｍで梁間 3.2 ｍ、柱間幅は桁行と梁間とも 1.5 ～ 1.7ｍを測る。南東隅柱のＰ06が内方へ

ずれて桁行が平行せず、やや不整な形状を呈す。Ｐ 02 でＳＢ19 のＰ10・11、Ｐ 03 で同Ｐ 15、Ｐ 04 で同
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第４章　遺構
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Ｐ07と重複しており、ＳＢ18 が埋没後に構築されている。Ｐ03で土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 19（第 20 図）　Ｄ 12・13 からＥ 12・13 でＳＢ 18 の南西に位置し、桁行４間×梁間２間で東西

方向に棟をもつ。東側の梁間を中心に建て替えられ、規模が約半間分縮小されている。梁間の柱穴はＰ

08・09・10 からＰ 07・15・11、桁行のＰ 06・12 も西側へずらし再構築されている。規模は桁行が 7.5

ｍから 6.7 ｍとなり、梁間は 4.4 ｍを測る。柱間幅は桁行が 1.6 ～ 1.9 ｍで梁間が 2.0 ～ 2.3 ｍであ

る。構成する柱穴は、やや大形の隅丸方形状を呈し、長軸で 1.0 ～ 1.2 ｍを測る。また、Ｐ 13 から坏Ａ、

Ｐ 01・11 ～ 14 で須恵器と土師質土器の破片が少量出土した。

　ＳＢ 20（第 21 図）　Ｄ 14 からＥ 14・15 でＳＢ 19 の南東に位置し、桁行４間×梁間２間で南北方向

に棟をもつ。規模は桁行 6.8 ｍで梁間 4.4 ｍ、柱間幅は桁行が 1.6 ～ 1.8 ｍで梁間が 2.2 ｍ程を測る。

また、建物南東端のＰ 06・07 でＳＲ 06、Ｐ 06 でＳＢ 21 のＰ 03、Ｐ 09 で同Ｐ 01 と重複しており、Ｓ

Ｒ 06 が埋没後にＳＢ 21、次にＳＢ 20 の順で構築されている。Ｐ 03・04・09 から坏Ａ、Ｐ 03 で皿、Ｐ

03 ～ 11 で須恵器と土師質土器の破片等が少量出土した。

　ＳＢ 21（第 22 図）　Ｄ・Ｅ 15 でＳＢ 20 の南東に位置し、桁行３間×梁間２間で南北方向に棟をも

つ。桁行や梁間が平行せず、やや不整な形状を呈す。規模は桁行が東側 7.1 ｍで西側 7.4 ｍ、梁間が南

側 4.9 ｍで北側 4.6 ｍを測る。柱間幅は桁行と梁間とも 2.2 ～ 2.6 ｍである。建物南東半のＰ 03 ～ 08

でＳＲ 06、Ｐ 05 でＳＢ 24 のＰ 07 と重複しており、ＳＲ 06 が埋没後にＳＢ 24、次にＳＢ 21 の順で構

築されている。Ｐ 03・07 から須恵器と土師質土器の破片が少量出土した。

　ＳＢ 22（第 23 図）　Ｅ14 からＦ14・15 で検出した。建物南西部のＰ03 ～ 06は県道区にあり、既に報

告してある。ＳＢ 20 の南西に位置し、桁行４間×梁間３間で南北方向に棟をもつ。規模は桁行 7.0 ｍで

梁間 5.0 ｍ、柱間幅は桁行と梁間とも 1.7 ～ 1.9 ｍを測る。ＳＢ 23 と重複するが前後関係は不詳である。

　ＳＢ 23（第 24 図）　Ｅ 14・15 からＦ 14・15 でＳＢ 22 の南東に位置し、桁行３間×梁間１間で南北

第１節　小矢戸地区の遺構

P01   １ 黒褐色土   ２ 褐色土     ３ 黒色土

      ４ 褐灰色土

P02   １ 黒褐色土   ２ 黒褐色土   ３ 灰色土

      ４ 褐色土

P03   １ 黒褐色土   ２ 黄褐色土   ３ 黄褐色土

P04   １ 黄褐色土   ２ 黄灰色土   ３ 黄褐色土

      ４ 褐色土     ５ 黄褐色土   ６ 黄色土

      ７ 明黄褐色土

P05   １ 黒褐色土   ２ 褐色土

P06   １ 褐色土     ２ 褐灰色土   ３ 褐灰色土

P07   １ 黒褐色土   ２ 褐灰色土   ３ 黄褐色土

P08   １ 褐灰色土

P09   １ 黒褐色土   ２ 黒色土

P10   １ 黒褐色土   ２ 黒色土     ３ 黒褐色土

      ４ 褐色土     ５ 褐灰色土   ６ 黒色土

P11   １ 黒色土     ２ 黒色土     ３ 黒褐色土

      ４ 黄褐色土   ５ 黒褐色土   ６ 黒色土

      ７ 黄褐色土

P12   １ 黒色土     ２ 褐灰色土   ３ 褐灰色土

      ４ 黒褐色土   ５ 褐灰色土   ６ 黄褐色土

P13   １ 黒褐色土   ２ 黄褐色土   ３ 明黄褐色土

      ４ 暗灰黄色土 ５ 黄褐色土   ６ 褐灰色土

      ７ 明黄褐色土 ８ 明黄褐色土

P14   １ 黒褐色土   ２ 黒褐色土   ３ 黒色土

      ４ 暗灰色土

P15   １ 黒褐色土   ２ 黒褐色土

P16   １ 暗灰色土   ２ 黒褐色土   ３ 暗灰色土

P17   １ 黒褐色土   ２ 褐灰色土   ３ 黄褐色土

P18   １ 黒褐色土   ２ 褐灰色土   ３ 黄褐色土

162.900m
P01

1 2

3
4

0 1m

a´a

162.700m

P05

12 2

e´e
162.700m

P06

1
2 3

f´f
162.700m

P07

1

2
3

g´g
162.700m

P08

1

h´h
162.700m

P09

1
2

i´i

162.700m

P12

14
5 26

3

l´l
162.700m

P11

1

4
5 2 6

7
3

k´k
162.700m

P10

1 4

52 6

3

j´j

162.900m

P02

1

2

34 4

b´b 162.700m
P03

1
2 3

c´c
162.700m

P04

1

2

4 5

6 7

3

d´d

162.700m

P13

1

4 55
2

678

3

m´m
162.900m

P14

1

4
2 3

3

n´n

162.900m

P17

1

2
3

q´q
162.900m

P18

1

2

3

r´r

162.900m

P15

1

2

óo
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第１節　小矢戸地区の遺構
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方向に棟をもつ。規模は桁行 5.9 ｍで梁間 4.3 ｍ、柱間幅は桁行が 1.9 ～ 2.1 ｍを測る。Ｐ 01・06 か

ら土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 24（第 24 図）　Ｅ 15・16 でＳＢ 21 の南側に位置し、桁行２間×梁間２間で南北方向に棟をもつ。

規模は桁行 4.4 ｍで梁間 3.4 ｍ、柱間幅は桁行が 2.0 ～ 2.4ｍで梁間が 1.7ｍ程を測る。北東隅柱のＰ07

は外方へずれており、ＳＢ21のＰ 05 と重複する。また、各柱穴ともＳＲ 06 と重複している。Ｐ 04・06

第４章　遺構
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から須恵器と土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 25（第 25 図）　Ｅ・Ｆ 16 にかけてＳＢ 24 の南側で検出した。ほぼ同じ位置で建て替えられ、規

模は桁行が約半間分縮小されている。桁行４間×梁間３間から桁行３間×梁間２間となり、共に南北方

向に棟をもつ。規模は桁行 7.4 ｍで梁間 4.4 ｍから桁行 6.4 ｍで梁間 4.3 ｍとなる。柱間幅は桁行 1.9 ｍ

程で梁間1.5～1.6ｍから桁行2.0～ 2.2ｍで梁間2.0～ 2.4ｍとなる。また、建物東半のＰ07～18 でＳＲ

06、Ｐ 10 でＳＤ 11、Ｐ 11 で同 10、Ｐ 13 で同 09 と重複しており、ＳＲ 06 が埋没後にＳＤ 09 ～ 11、

次にＳＢ25の順で構築されている。Ｐ04・09以外の各柱穴で須恵器と土師質土器の破片等が少量出土した。

　ＳＢ 26（第 26・27 図）　Ｄ 16・17 からＥ 16・17 でＳＢ 25 の東側に位置する。桁行４間×梁間３間

で東と南の２面に庇が付き、南北方向に棟をもつ。規模は桁行7.8ｍで梁間 5.2ｍ、柱間幅は桁行が 2.0ｍ

程で梁間が1.8ｍ程を測る。構成する柱穴は、身舎ではやや大形の隅丸方形状で長軸1.0ｍ程、庇部分で

第１節　小矢戸地区の遺構
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Á
A

162.400m
B´B

P06

a´

a

D´ ĺ l
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は小形の円形状で長軸 0.6 ｍ程を測る。建物北東端のＰ 12・13 でＳＲ 06、Ｐ 03・11 でＳＤ 11、Ｐ

04・10 で同 12、Ｐ 05・06 で同 14、Ｐ 07・08 で同 15、Ｐ 09 で同 13、Ｐ 17 で同 17 と重複しており、

ＳＲ 06 が埋没後にＳＤ 11 ～ 15・17、次にＳＢ 26 の順で構築されている。また、Ｐ 12・13 から須恵器

の甕、Ｐ 01 ～ 04・08・09 で須恵器と土師質土器の破片が少量出土した。

　ＳＢ 27（第 28 図）　Ｃ 14・15 からＤ 15 で検出した。桁行２間×梁間１間で東西方向に棟をもつと考

えられる。規模は桁行 2.5 ｍで梁間 2.0 ｍ、柱間幅は桁行が 1.1 ～ 1.4 ｍを測る。小形で他の建物群か

ら離れており、建物としたが不明確である。

　ＳＢ 28（第 28 図）　Ａ 15 でＳＲ 04 の東側に位置する。建物の北東半は調査区外へひろがり、桁行２

間×梁間２間の総柱構造で、北西から南東方向に棟をもつと考えられる。規模は桁行3.6ｍで梁間1.8ｍ、

柱間幅は桁行が 1.8 ～ 2.0 ｍを測る。また、各柱穴ともＳＲ 05 と重複しており、ＳＲ 05 が埋没後に構

築されている。Ｐ 01 から土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 29（第 29 図）　Ａ・Ｂ 16 でＳＢ 28 の南側に位置する。桁行２間×梁間２間の総柱構造で、ほぼ

南北方向に棟をもつ。規模は桁行 5.0 ｍで梁間 4.6 ｍを測り、北西隅柱のＰ 01 が内方へずれるが、ほ
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ぼ正方形状を呈す。柱間幅は桁行が 2.3 ～ 2.7 ｍで梁間が 2.2 ～ 2.5 ｍを測る。構成する柱穴は、やや

大形の隅丸方形状を呈し、長軸で 1.0 ～ 1.4 ｍ程を測る。Ｐ 05 では柱根が遺存していた。Ｐ 05 でＳＢ

30 のＰ 06、Ｐ 06 で同Ｐ 07 と重複しており、ＳＢ 30 が埋没後に構築されている。また、Ｐ 07 から坏蓋、

Ｐ 08 で坏Ａ、Ｐ 07・08 から須恵器と土師質土器の破片等が僅かに出土した。

　ＳＢ 30（第 30 図）　Ａ・Ｂ 16 でＳＢ 29 の南東に位置する。桁行２間×梁間２間の総柱構造で、ＳＢ

28と同様に北西から南東方向に棟をもつ。規模は桁行 4.2ｍで梁間 3.5ｍ、柱間幅は桁行が2.0 ～ 2.2 ｍ

で梁間が 1.6 ～ 1.9 ｍを測る。Ｐ 07 から須恵器と土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 31（第 31 図）　Ｅ 22・23からＦ22・23 で検出した。建物南西部のＰ02 ～ 04 は県道区にあり、既

に報告してある。桁行３間×梁間２間で北面に庇が付き、ほぼ東西方向に棟をもつ。北東隅柱のＰ 08が

外方へずれて桁行や梁間が平行しない。規模は桁行が南側 7.2 ｍで北側 8.0 ｍ、梁間が 6.0 ｍ程を測る。

柱間幅も不規則であり、桁行が 2.0 ～ 3.2 ｍで梁間が 2.6 ～ 3.3 ｍを測る。不整な形状であり、建物とし
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a´

l´

l

a

n

P13 P12

P11

E15

P10

P09

m´

k´

k

j´

i´

i

j

m

A C´

　第23図　ＳＢ22（縮尺1/60・1/80）

－ 29 －



第４章　遺構

0

P01   １ 黒褐色土   ２ 黒褐色土  ３ 灰色土

P02   １ 黒色土     ２ 黒褐色土

P03   １ 黒色土     ２ 褐色土

P04   １ 黒褐色土   ２ 黒褐色土

P05   １ 黒褐色土   ２ 黒褐色土  ３ 灰色土

P06   １ 黄灰色土   ２ 暗灰色土  ３ 黒色土

P07   １ 黄灰色土   ２ 黒色土    ３ 黒褐色土

      ４ 灰色土     ５ 灰色土

P08   １ 黒褐色土

2m

0 1m

162.200m

162.200m

162
.20

0
m

162.200m

16
2
.2
0
0
m

P05P04P03

P05P04P03

P01
1
2
3

1

1

1
1

2
2

2

3

3

34 5

P02

P01 P08

P07

P06

P
0
5P

0
3

P
0
2

P
0
1

P01 P04 P08 P07
SB21

P
0
5

S
B
2
1

P
0
6

P
0
7

SB24

0

P01   １ 黒色土     ２ 灰黄褐色土  ３ 黒褐色土

P02   １ 黒褐色土   ２ 明黄褐色土

P03   １ 黒褐色土   ２ 明黄褐色土

P04   １ 黒色土     ２ 黒褐色土

P05   １ 黒褐色土   ２ 褐灰色土

P06   １ 黒褐色土   ２ 黄褐色土    ３ 黄褐色土

P07   １ 黒褐色土   ２ 褐灰色土

P08   １ 黒褐色土

2m

0 1m

SB23

G

G´
o´

o

Hpp´

m

l´

k´
E´

E

j´

i´

H´

E

H´ H

i

j

E
´

k

l

i´i
162.200m
P02

1

2

j´j 162.200m

P03

1
2

1
2

k´k

162.200m
P04 l´l

162.200m

P05
m´m 162.200m

P06
n´n

162.200m

SB21 P05  P07
o´o 162.200m

P08 p´p

m´

n´

n

F´F

F´F

G
G
´

162.400m

162
.4
0
0
m

P05P04

P05

P06

P07

P04

P03

P02

P01 P08
E15

P
0
5

P
0
6

P
0
7

P
0
8

P
0
4

P
0
3

P
0
2

P
0
1

P01 P08

S
B
2
2

P
0
7

c

c´

b

b´

D´ D

a

a´

D´ D

C h́´

h

C

C
´

C

g´

g

A

B

f´

f

B´B

A´

d´

e´

e

d

A

Á
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たが不明確である。また、Ｐ 08・11 でＳＥ 13、Ｐ 14 でＳＫ 28 と重複するが、前後関係は不詳である。

Ｐ 10 から古瀬戸製品の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 32（第 32 図）　Ａ 25 からＢ 24・25 で検出した。桁行３間×梁間２間の総柱構造で南北の２面に

庇が付き、ほぼ東西方向に棟をもつ。規模は桁行 8.4 ｍで梁間 4.9 ｍ、柱間幅は桁行が 2.8 ｍ程で梁間

が 2.5 ｍ程である。構成する柱穴は、小形の円形状で長軸 0.6 ～ 0.8 ｍを測る。また、Ｐ 03 はＳＤ 40

と重複しており、ＳＢ 32 が埋没後に構築されている。Ｐ 05・09・18 から土師質土器の皿、Ｐ 02・06・

13 ～ 15 で破片が少量出土した。

　ＳＢ 33（第 33 図）　Ｂ 27・28 でＳＢ 32 の南東に位置し、桁行３間×梁間２間で南北方向に棟をもつ。

規模は桁行 4.8 ｍで梁間 3.9 ｍ、柱間幅は桁行が 1.5 ～ 1.7 ｍで梁間が 1.5 ～ 2.4 ｍを測る。梁間は柱

間幅が不規則であり、北側隅柱のＰ 01・09 はやや外方へずれている。また、Ｐ 02 ～ 04 で須恵器と土

師質土器の破片等が少量出土した。

　ＳＢ 34（第 33 図）　Ｃ 28・29 からＤ 28・29 で検出した。桁行３間×梁間２間で北西から南東方向に

棟をもつ。規模は桁行 5.1ｍで梁間 3.7 ｍ、柱間幅は桁行が 1.6～ 2.0 ｍで梁間が 1.8ｍ程を測る。また、

北西隅柱のＰ 01 がやや内方へずれている。Ｐ 01・04 から土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 35（第 34 図）　Ｂ 27・28 からＣ 27・28 でＳＢ 33 の南西に位置する。桁行３間×梁間３間で南

北方向に棟をもつが、東側桁行のＰ 07・08 間では柱穴を確認できなかった。規模は桁行 6.4 ｍで梁間

4.4 ｍ、柱間幅は桁行が 2.0 ～ 4.4 ｍで梁間が 0.9 ～ 2.0 ｍを測る。梁間の柱間幅も不規則であり、や

や不整な形状を呈す。Ｐ 02 でＳＢ 36 のＰ 01・02、Ｐ 03 で同Ｐ 03、Ｐ 04 で同Ｐ 04 と重複しており、

ＳＢ 36 が埋没後に構築されている。また、Ｐ 09 から土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 36（第 34 図）　Ｃ 27・28 でＳＢ35の南西に位置し、桁行３間×梁間２間で南北方向に棟をもつ。
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桁行や梁間が平行せず、Ｐ 08・10 は列から外れており、不整な小形の方形状を呈す。規模は桁行 3.9 ｍ、

梁間が南側4.2ｍで北側3.6ｍを測る。柱間幅は桁行が1.0～ 1.8ｍで梁間が1.8～ 2.2ｍである。また、

Ｐ 05 でＳＫ 34 と重複しており、ＳＢ 36 が埋没後に構築されている。Ｐ 03・07 から須恵器と土師質土

器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 37（第 35 図）　Ｅ・Ｆ 28 で検出した。桁行３間×梁間２間で北西から南東方向に棟をもつ。規

模は桁行 4.2 ｍで梁間 3.5 ｍを測り、小形の方形状を呈す。柱間幅は桁行 1.4 ｍで梁間 1.8 ｍを測る。

また、Ｐ 05 から土師質土器の破片が少量出土した。

　ＳＢ 38（第 35 図）　Ｂ・Ｃ 29 でＳＢ 35・36 の南東に位置する。建物の北東半は調査区外へひろがり、

桁行３間×梁間２間で北西から南東方向に棟をもつと考えられる。規模は桁行 5.2 ｍで梁間 1.8 ｍ、柱

間幅は桁行が 1.7 ～ 1.8 ｍを測る。

　２　柵列（第 35 図、図版第６）

　ＳＡ 01（第 35 図）　Ｃ 15・16 からＤ 15 で検出した。規模は 16 間で全長 12.0 ｍ、柱間幅は 0.7 ｍ程

を測る。柵列の方向はほぼ東西で、ＳＢ 21 ～ 26 の棟と直交する。ＳＤ 05 が西側に隣接してＳＡ 01 と
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第１節　小矢戸地区の遺構
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同方向にのびており、集落内を区画する一連の遺構とも考えられる。また、Ｐ 03 ～ 13 はＳＲ 05、Ｐ

17 はＳＲ 04 下層と重複しており、ＳＲ 04・05 が埋没後に構築されている。

　３　溝（第６・36 ～ 40 図、図版第 12 ～ 15・22）

　ＳＤ 01（第 36 図）　Ａ９とＢ９・10 で検出した。ＳＲ 03 と直交してほぼ南北にのび、調査区外の北

方へ続く。幅広く直線的で底部に浅く段をもつ。ＳＲ 03 はＣ10で分岐し２条となり、北側流路が埋没後

にＳＤ 01 が構築されている。ＳＤ01 とＳＲ 03 により方形状に区画され、内部は小形のピットが群在す

る。周辺で中世の遺物がやや多く出土しており、屋敷地が調査区外にひろがると考えられる。墨書の坏

Ａ、坏Ａと坏蓋や甕等、越前焼の甕と片口鉢や擂鉢、常滑焼の壺、古瀬戸製品の折縁深皿と土師質土器皿、

茶臼等が多く出土した。底面付近でも越前焼等が出土しており、中世以降に埋没したと考えられる。

　ＳＤ 02（第 36 図）　Ｂ・Ｃ９でＳＢ 14 の南側に位置し、細長く直線的に東西にのびる。ＳＢ 14 の梁

間と平行するが関連は不明確である。また、土師質土器の破片や石鏃等が僅かに出土した。

　ＳＤ 03（第 36 図）　Ｄ 11・12 でＳＥ 04 の北東に位置する。緩く湾曲して弧状を呈し、南東へのびる。

　ＳＤ 04（第 36 図）　Ａ 17 からＢ 16・17 で検出した。ＳＲ 04 の肩から東西にのびて調査区外へ続く。

やや幅広く不整な形状で、南肩に緩く段をもつ。ＳＡ 01 とＳＤ 04・05 は、ＳＲ 04 と斜交するが東西で

一直線上に構築されている。前述の通り、集落内を区画する一連の遺構とも考えられる。

　ＳＤ 05（第 36 図）　Ｄ 15 でＳＢ 21 の北東に位置する。緩く湾曲して弧状を呈し、途切れるが細長く
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第１節　小矢戸地区の遺構
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第１節　小矢戸地区の遺構
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第４章　遺構
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第１節　小矢戸地区の遺構
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東西にのびる。東半は底面に浅いピットがほぼ等間隔に並び、東側に隣接するＳＡ 01 と連続的である。

　ＳＤ 06 ～ 24（第 37 図）　Ｃ18とＤ・Ｅ16 ～ 18、Ｆ16・17で検出し、建物群の南側にまとまる。ＳＤ

13・15 ～18 は県道区から続き、既に報告した。ＳＤ06 ～18は、1.8～ 2.0ｍ程の間隔で平行し、細長く

東西にのびる。ＳＤ 07 ～ 10・18 は中間が途切れ、ＳＤ 12・13 東端とＳＤ 15 中央は底面に凹凸がある。

ＳＤ19～24も2.0～3.0ｍ程の間隔で平行して細く南北にのび、ＳＤ06～18と斜交する。ＳＤ06～21 は

ＳＲ06、同09～11はＳＢ 25、同 11 ～ 15・17 はＳＢ 26 と重複しており、ＳＲ06が埋没後にＳＤ06 ～

21、次にＳＢ25・26 の順で構築されている。ＳＤ07で墨書の坏Ａや坏Ａと坏蓋、他に土師質土器の破片

第４章　遺構
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第１節　小矢戸地区の遺構
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第４章　遺構
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が東半中心にやや多く出土した。ＳＤ08 ～18 では、須恵器や土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＤ 25（第 37 図）　Ａ 20 とＢ 17 ～ 20 で検出した。Ｂ 17 でＳＲ 04 の東肩から緩く蛇行しながら南

東へ細長くのび、途中で大きく湾曲して調査区外の東方へ続く。ＳＤ 25 の南東半以外では、不整な楕

円形状のピットが等間隔に群在し２条の列をなしている。ピット列は幅 0.8 ～ 1.8 ｍ程で、共に断面は

凹凸が著しく波板状となる。道状遺構等の基礎とも推察されるが不明確である。また、ＳＲ 07 やＳＤ

26・27 と重複しており、ＳＲ 07 が埋没後にＳＤ 25、次にＳＤ 26・27 の順で構築されている。

　ＳＤ 26（第 38 図）　Ａ～Ｄ 19 とＥ 18・19、Ｆ 18・19 で検出し、西端は県道区であり既に報告してある。

幅広くほぼ直線的に東西にのび、途中で僅かに湾曲して調査区外の北東へ続く。須恵器の甕と越前焼の

甕や擂鉢等が少量出土した。ＳＤ 26 の以北は古代、以南からＳＲ 08 にかけては中世や弥生時代の遺構

と遺物が多く分布している。周辺は遺構が疎らであり、ＳＤ 26 は中世における集落境の溝とも考えら

れる。また、ＳＤ 25 やＳＲ 04・06・07 と重複しており、埋没後にＳＤ 26 が構築されている。

　ＳＤ 27（第６・38 図）　Ａ～Ｃ 20 とＤ 21・22、Ｅ 22 ～ 24、Ｆ 23 ～ 26 で検出した。北東の調査区

外から続き、Ｃ 20 で南方、Ｅ 23 で南東へ屈曲して細長く直線的にのびる。他にＳＤ 30 ～ 33・40 も同

様な形状であり、屋敷地の区画溝と推察される。また、ＳＤ 25・28・29・32・35、ＳＫ 29・30、およ

びＳＲ 04 と重複しており、埋没後にＳＤ 27 が構築されている。須恵器の坏Ａ・Ｂと壺や破片、越前焼

の甕や壺、土師質土器の破片等が北半のＢ・Ｃ 20 からＤ 21 にかけてやや多く出土した。

　ＳＤ 28（第 38 図）　Ｄ・Ｅ 21 で検出した。ＳＤ 29 から分岐して北東へのび、断面は浅く不整な形状

である。ＳＤ 29 と覆土が共通しており、同時に存在したと考えられる。弥生土器の甕等が少量出土した。

　ＳＤ 29（第 38 図）　Ｄ 21 からＥ 20・21、Ｆ 20 で検出した。西側は県道区から続き、既に報告してある。

ＳＲ 06 からやや幅広く東方へのびて途中で緩く湾曲し、東端は断面が浅く不整な形状となる。ＳＤ

27・31・32 と重複しており、ＳＤ 29 が埋没後に構築されている。弥生土器の甕と壺や高坏・器台等が

西半を中心に多く出土した。また、粉挽臼下臼も出土している。

　ＳＤ 30（第 38 図）　Ｂ～Ｄ 21 で検出し、北東から南西に細長くのびる。ＳＤ 31 と平行してほぼ重なり、

ＳＤ 33 とは直交する。ＳＤ 31・33、ＳＫ 11・12 と重複しており、ＳＤ 31 とＳＫ 11・12 が埋没後にＳ

Ｄ 30 が構築されている。また、ＳＤ 33 と前後関係は不詳である。

　ＳＤ 31（第 38 図）　Ｃ・Ｄ 21 で検出し、ＳＤ 30 と同様に北東から南西に細長くのびる。ＳＤ 30・

33 と重複しており、ＳＤ 31 が埋没後に構築されている。土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＤ 32（第 38 図）　Ｂ～Ｆ 22 で検出した。途中で緩く湾曲しＢ 22 で途切れるが、ほぼ直線的に北東

から南西に細長くのびる。ＳＤ 27・29 と斜交、ＳＤ 33 と直交し、ＳＤ 40 とは北東端で隣接する。Ｓ

Ｄ 29 が埋没後にＳＤ 32、次にＳＤ 27 の順で構築されている。ＳＤ 33・40 と前後関係は不詳である。

また、須恵器の甕と土師質土器の皿や破片等がやや多く出土した。

　ＳＤ 33（第６・38 図）　Ｄ21～25 で検出した。ほぼ直線的に北西から南東に細長くのび、ＳＤ30 ～

32と直交する。また、ＳＤ38と重複するが前後関係は不詳である。弥生土器の甕等が北半で少量出土した。

　ＳＤ 34（第 39 図）　Ｄ 22・23 で検出した。北半は幅広くて中程ですぼまり、南半はやや細く南北に

のびる。断面も浅く不整な形状を呈す。また、南端でＳＫ 26 と重複するが前後関係は不詳である。

　ＳＤ 35（第 39 図）　Ｅ 23・24 で検出した。北西から南西へ大きく湾曲し、やや幅広くのびて弧状を呈す。

北西端は断面が浅く不整にひろがり、ＳＤ 27 と重複する。土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＤ 36・37（第 39 図）　ＳＤ 36 はＥ 23・24、ＳＤ 37 はＥ 24 でＳＤ 35 の東側に位置し、共にほぼ
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南北に細長くのびる。また、ＳＤ 37 からバンドコが出土した。

　ＳＤ 38（第 40 図）　Ｃ～Ｅ 25 ～ 27 で検出した。大きく湾曲して幅広くのび、西と南側で途切れる

が大形の円形状を呈す。北西は断面が浅くなり、南東はＳＲ 08 との区分が不明瞭で不整な形状である。

周溝状だが性格は不詳であり、西側の県道区から調査区外にも同様な形状の溝が隣在していると考えら

れる。須恵器の坏Ａと坏蓋や破片、土師器の甕、弥生土器の甕と高坏、及び土師質土器の破片等が南半

中心に多く出土した。また、須恵器の大甕１個体分が南東の肩でまとまって出土した。

　ＳＤ 39（第 40 図）　Ｃ 28・29 とＤ 28 ～ 30 でＳＢ 34 の周辺に位置する。北半は大きく湾曲してやや

幅広くのび、北側では途切れるが円形状を呈す。中程から南東へ直線的にのび、途中で南方へ湾曲する。

須恵器で墨書の坏Ａや坏Ａ・Ｂと皿、甕と鉢や破片、及び土師質土器の破片等が南東半を中心に握拳大

程の礫と共に一括して廃棄された状況で多量に出土した。
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　ＳＤ 40（第６図）　Ａ 21・22 とＢ 22 ～ 26、Ｃ 26 で検出した。北方の調査区外から続き、Ｂ 22 で南東、

Ｂ 25 で南方へ屈曲し細長くのびる。ＳＢ 32 のＰ 03、ＳＫ 14・15・18 と重複しており、埋没後にＳＤ

40 が構築されている。土師質土器の皿等が北半で少量出土した。

　４　井戸（第 41 ～ 44 図、図版第 16 ～ 18）

　ＳＥ 01（第 41 図）　Ｃ８でＳＢ 13 の南側に位置し、井戸側に石組をもつ。掘方は平面がやや不整な

円形状で、長軸 1.1 ｍを測る。断面は幅広の筒状で底部中央に緩く段があり、深さは 0.8 ｍである。石

組は、20 ～ 30cm 大の礫がやや斜め上方に７～８段積み上げられ、内径 0.5 ～ 0.7 ｍを測る。また、須

恵器の破片や土師質土器の皿等が少量出土した。

　ＳＥ 02（第 41 図）　Ｄ・Ｅ８でＳＢ 12 の南東に位置し、井戸側上部に木組をもつ。掘方は平面が円
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形状で長軸 1.2 ｍを測る。断面は筒状だが上部で斜めに緩く開き、深さは 1.1 ｍである。木組は、大半

が倒壊し不明確だが、幅 15 ～ 20cm 程の板材を用いた方形状の横板組であり、四隅と各辺中程に補強用

とみられる杭をもつ構造であったと推察される。また、覆土の上層中心に越前焼の甕と土師質土器の皿

や破片、下層では箸や曲物片等がやや多く出土した。

　ＳＥ 03（第 41 図）　Ｄ・Ｅ９でＳＥ 02 の南東に位置し、井戸側上部に木組と石組をもつ。掘方は上

部がやや不整な隅丸方形状で、長軸 1.5 ｍ程を測る。下部は円形状で底部中央が北西へずれ、長軸 1.0

ｍである。断面は筒状だが上部で斜めに大きく開き、深さは 1.4 ｍである。木組は、幅 20 ～ 25cm 程の

板材を用いた方形状の横板組で、長軸 1.1 ｍを測る。石組は、北と東側を中心に遺存し、握拳大程の礫

が木組の上位に１～２段積まれている。越前焼の甕や土師質土器の皿の他、底部付近で網代片が出土した。
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　ＳＥ 04（第 42 図）　Ｄ 12 でＳＢ 17 の北東に位置し、大形で井戸側下部に木組をもつ。掘方は平面が

隅丸方形状で、長軸2.7ｍを測る。断面は筒状だが、下部で明瞭に段をもつ。また、上部で斜めに緩く開き、

深さは 4.0 ｍである。木組は上下２段の横板組で、共に平面は正方形状を呈す。幅 20 ～ 30cm で厚さ５

cm 程のケヤキの板材が用いられ、両端近くを上下から切込んで相欠仕口が作出されている。交互に組合

せて上下段とも２段分積み上げられ、上段は幅 1.0 ｍで高さ 0.5 ｍ、下段は幅 0.6 ｍで高さ 0.7 ｍを測る。

下段の外面には、四隅に幅 10cm 程の杭と各辺に幅 30cm 程の板材を用いた縦板組があり、補強用と考え

られる。墨書の坏Ａや転用硯の坏Ｂ、坏Ａ・Ｂと坏蓋の他、土師質土器の破片等が多く出土した。

　ＳＥ 05 ～ 12（第 43 図）　いずれも小形で素掘りの井戸である。掘方は平面が円形状で長軸 0.9 ～ 1.2

ｍを測る。断面は筒状を呈し、ＳＥ 09・10 は上方へ斜めに緩く開く。作業の安全を考慮し、ＳＥ 05・11

以外は未完掘である。ＳＥ 05・11 は深さ 1.2 ｍ程を測り、他は深さ 1.0 ～ 1.8 ｍまで検出した。ＳＥ 05

はＣ８でＳＥ01の南西、ＳＥ06 はＤ21でＳＤ 28 の北東に位置する。ＳＥ07はＦ 21、同 08～10はＥ 22、

同 11 はＥ 23、同 12 はＦ 23 で検出し、ＳＢ 31 の北西から南東に分布する。また、ＳＥ 12 で土師質土器

の皿や破片が僅かに出土した。ＳＥ 07 では、越前焼擂鉢と土師質土器の破片が少量出土した。

　ＳＥ 13（第 44 図）　Ｅ 22 でＳＢ 31 の北東に位置する。大形の井戸で、掘方は平面が東西へひろがる

楕円形状を呈し、長軸で 2.8 ｍを測る。断面は筒状だが上部で斜めに大きく開く。前述同様に作業の安

全を考慮して未完掘であり、深さ 2.0 ｍまで検出した。ＳＢ 31 のＰ 08・11 と重複するが、前後関係は

不詳である。また、越前焼擂鉢や染付碗、土師質土器の破片等が少量出土した。

　ＳＥ 14（第 44 図）　Ｃ 25 でＳＢ 32 の南西に位置し、大形で井戸側下部に曲物をもつ。掘方は平面が

円形状で、長軸 3.4 ｍを測る。断面は深鉢形で、深さ 2.9 ｍを測る。上部と中程に段をもち、斜めに大

きく開く。曲物は１段分検出したが、13 層は掘方の覆土であり、何段積か不詳である。薄板材が１枚

分僅かに遺存し、径 0.6 ｍで高さ 0.2 ｍ程である。土師質土器皿や青磁碗の他、須恵器の坏Ａ・Ｂや坏蓋、

土師質土器の破片等が多く出土した。また、有茎尖頭器も１点出土している。

　５　土坑（第 45 ～ 47 図、図版第 19・20）

　ＳＫ 01（第 45 図）　Ｆ３でＳＢ 16 の南東に位置し、平面は楕円形を呈す。ＳＫ 01・02 は、底面のほ

ぼ中央に小形で円形のピットをもち、底部が２段となる。時期不詳だが陥穴とも考えられる。

　ＳＫ 02（第 45 図）　Ｅ４でＳＫ 01 の東側に位置し、平面は円形状を呈す。4.3 ｍ程の間隔でＳＫ 01

とほぼ東西方向に並ぶと考えられる。

　ＳＫ 03（第 45 図）　Ｂ９でＳＤ 01 の西側に位置する。平面は楕円形を呈し、断面は緩く立ち上がる。

常滑焼の壺や越前焼の甕、土師質土器の皿や破片等が少量出土した。

　ＳＫ 04（第 45 図）　Ｂ９でＳＫ 03 の南西に位置する。平面は円形状を呈し、底面は平坦である。

　ＳＫ 05（第 45 図）　Ｅ 11 で遺構の集中域から離れ、ＳＲ 01 の南側に位置する。平面はやや不整な楕

円形で、南西の肩に段をもつ。覆土に炭や焼土を多く含み、南半中心に多くの土器が一括して廃棄され

た状況で出土した。須恵器は坏Ａと坏蓋や甕等、土師器は甕等が出土している。

　ＳＫ 06（第 45 図）　Ｅ 14 でＳＢ 20 の北側に位置し、平面は凹凸のある不整な形状を呈す。断面は浅く、

底面のほぼ中央で僅かに段をもつ。弥生土器の甕と壺、高坏や器台等がやや多く出土した。

　ＳＫ 07（第 45 図）　Ｅ８・９で検出し、平面はやや大形の隅丸方形を呈す。ＳＫ 07 ～ 09 は法量が同

程度であり、ＳＲ 01 の北側にまとまる。また、土師質土器皿や木製品の匙が出土した。

　ＳＫ 08・09（第 45 図）　Ｅ８でＳＫ 07 の西側に位置し、共に平面は長い楕円形を呈す。断面は浅く、
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ＳＫ 09 西側の立ち上がりは不明瞭である。重複しており、ＳＫ 09 が埋没後に同 08 が構築されている。

ＳＫ 09 から越前焼の甕や青磁碗、土師質土器の皿や破片等が少量出土した。

　ＳＫ 10（第 45 図）　Ｅ・Ｆ 13 で検出した。遺構の集中域から離れ、ＳＢ 22 の北西に位置する。平

面は大形でやや不整な楕円形を呈し、底面に凹凸をもつ。また、須恵器で墨書の坏Ａや坏Ａ・Ｂと坏蓋、

甕と壺、他に土師器の甕や土錘等がやや多く出土した。

　ＳＫ 11（第 46 図）　Ｂ 21で検出し、ＳＫ11～13 はＳＤ30の北東にまとまる。ＳＫ11・12 は、平面が
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凹凸のある不整な形状であり、ピット数基が重複して土坑状を呈すとも考えられる。また、ＳＤ30と重

複しており、ＳＫ 11・12 が埋没後に構築されている。

　ＳＫ 12（第 46 図）　Ｂ 21 でＳＫ 11 の西側に位置する。平面は中程がくぼむ不整な楕円形を呈す。

　ＳＫ 13（第 46 図）　Ｂ 21 でＳＫ 11 の南側に位置し、小形の楕円形を呈す。

　ＳＫ 14（第 46 図）　Ａ・Ｂ 22 でＳＫ 11 の東側に位置する。平面は中程がくぼむ長い楕円形で溝状を

呈す。ＳＫ 14・15・18 はＳＤ 40 と重複しており、各々が埋没後にＳＤ 40 が構築されている。

　ＳＫ 15（第 46 図）　Ｂ 22 でＳＫ 14 の南西に位置する。やや不整な楕円形で、西側の肩に段をもつ。

　ＳＫ 16（第 46 図）　Ｂ 23 でＳＫ 14 の南東に位置し、他の遺構からやや離れる。平面は円形状で、断

面は緩く立ち上がる。

　ＳＫ 17（第 46 図）　Ｂ 23 でＳＫ 16 の西側に位置し、ＳＤ 40 と隣接する。平面はやや不整な楕円形で、

北西の肩に段をもつ。

　ＳＫ 18（第 46 図）　Ｂ 23 でＳＫ 17 の南側に位置し、長い楕円形状を呈す。断面は浅く立ち上がる。

　ＳＫ 19（第 46 図）　Ｂ 24 でＳＫ 18 の南東に位置する。不整な形状で、断面は浅く立ち上がる。

　ＳＫ 20（第 46 図）　Ｃ・Ｄ 23 でＳＫ 18 の南西に位置し、平面はやや不整な楕円形を呈す。ＳＤ33 と

重複するが前後関係は不詳である。

　ＳＫ 21（第 46 図）　Ｃ 24 でＳＫ 20 の南東に位置する。やや不整な形状で、断面は浅く立ち上がる。

　ＳＫ 22（第 47 図）　Ｄ 20・21 でＳＤ 28 の北側に位置し、平面はやや不整な隅丸方形を呈す。底面の

南東に掘り込みがあり、底部が２段となる。

　ＳＫ 23（第 47 図）　Ｄ 21 でＳＫ 22 の東側に位置する。平面は隅丸方形で、断面は緩く立ち上がる。

　ＳＫ 24（第 47 図）　Ｅ 21 でＳＫ 23 の南西に位置する。不整な楕円形で、底面中央に僅かに段をもつ。

　ＳＫ 25（第 47 図）　Ｄ22でＳＤ34の北東に位置し、平面はやや不整な楕円形を呈す。ＳＫ25～27 は

ＳＫ 01・02 と同様、底面のほぼ中央に小形で円形のピットをもち、底部が２段となる。また、9.4 ｍ程

の間隔で北東から南西方向へ列状に並ぶ。時期不詳だが陥穴とも考えられる。

　ＳＫ 26（第 47 図）　Ｄ 23 で検出し、平面はＳＫ 27 と同様に円形状を呈す。ＳＤ 34 と重複するが前

後関係は不詳である。

　ＳＫ 27（第 47 図）　Ｅ 24 でＳＤ 36 の東側に位置する。

　ＳＫ 28（第 47 図）　Ｆ 22 でＳＢ 31 の北西に位置する。平面はやや大形で不整な方形状を呈し、断面

は浅く立ち上がる。ＳＢ31のＰ14 と重複するが前後関係は不詳である。また、越前焼擂鉢や古瀬戸製品

の破片、石製品の中砥等が少量出土した。

　ＳＫ 29・30（第 47 図）　共にＦ 26 でＳＤ 27 の南側に隣在し、小形で不整な楕円形を呈す。ＳＤ 27

と重複しており、ＳＫ 29・30 が埋没後に構築されている。ＳＫ 29 から土師質土器の破片が少量出土した。

　ＳＫ 31（第 47 図）　Ｅ 27 でＳＢ 37 の北側に位置し、やや小形の楕円形を呈す。

　ＳＫ 32（第 47 図）　Ｅ 27 でＳＫ 31 の北東に隣在する。やや不整な形状で、南北の肩に緩く段をもつ。

　ＳＫ 33（第 47 図）　Ａ 25 でＳＢ 32 の東側に位置し、調査区外の北東へひろがる。平面はやや不整な

楕円形とみられ、底面に凹凸がある。また、土師質土器の皿等が、覆土の上層中心に一括して廃棄され

た状況で多量に出土した。

　ＳＫ 34（第 47 図）　Ｃ 28 でＳＢ 35 の南半に位置する。やや大形の方形状で南側が大きく湾曲し、断

面は浅く緩やかに立ち上がる。ＳＢ 36 のＰ 05 と重複しており、ＳＢ 36 が埋没後に構築されている。
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　６　土器溜り（第 48 図、図版第 21・22）

　土器溜り 01（第 48 図）　Ｃ 13 でＳＢ 18 の東側に位置する。大きく湾曲してのびるＳＲ 04 の南肩で

検出し、底面は凹凸が著しく不整な形状を呈す。須恵器と土師質土器が握拳大程の礫や砥石と共に一括

して廃棄された状況で多量に出土しており、途中で屈曲するが北東へ帯状にひろがる。須恵器は、墨書

の坏Ａ・Ｂと坏蓋、坏Ａ・Ｂと坏蓋や皿、及び壺や破片からなり、土師質土器も破片等がある。

　土器溜り 02（第 48 図）　Ｂ 20・21 でＳＤ 27・30 の間に位置し、東西にのびる緩い段で検出した。土

師質土器の皿が、30 ～ 40cm 大の礫と共に一括して廃棄された状況で特に多量に出土した。礫は南側の

段上、土師質土器は北側の段下にまとまり、東側はやや疎らとなる。北西で緩く湾曲し、段に沿い東西に

帯状にひろがる。

　土器溜り 03（第 48 図）　Ｃ 22 でＳＤ 32・33・40 の間に位置する。ピットが埋没後に多くの土師質土

器皿等が一括して廃棄されており、中央は疎らだがやや不整な楕円形状にまとまる。

　７　旧河道（第６・36・49・50、図版第１・３・23・24）

　ＳＲ 01（第６・50 図）　Ａ 13・14 からＦ８・９にかけて検出した。西端は県道区で、既に報告した。

幅広くほぼ直線的に東西にのび、調査区外の東方へ続く。中央東側で北肩が湾曲して中洲状の高まりが

あり、底面はピットや段により凹凸が著しい。遺物は流路のほぼ全体で多量に出土したが、東端のＡ・

Ｂ 13 と中央のＣ 11 やＤ・Ｅ 10 で特にまとまる。須恵器の坏Ａ・Ｂや坏蓋、皿や碗、甕と壺等、墨書

の坏Ａ・Ｂや坏破片が多く、墨書土器は中央西側のＤ・Ｅ 10 で特にまとまって出土した。また、土師

器の甕や埦、灰釉陶器の碗等も少量だが出土している。他に越前焼の甕や土師質土器の皿、弥生土器の甕、

木製品で漆器椀や糸巻等、有茎尖頭器や打製石斧等も少量出土した。

　ＳＲ 02（第６・50 図）　Ａ～Ｃ－１～１で調査区北端に位置する。Ｃ０・１で湾曲して幅広くのび、

調査区外の西方と北東へ続く。Ａ０・１では東端で大きく蛇行し、底面は全体的に凹凸が著しい。遺物

はＢ・Ｃ０・１で南東の肩から底面にかけて多量に出土した。越前焼等は少量だが、須恵器の坏Ａ・Ｂ

と坏蓋、甕や壺等が埋土上層を中心に多く出土した。また、須恵器の坏Ｈや𤭯、弥生土器の甕と壺や高坏・
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器台等は埋土下層を中心にやや多く出土した。縄文土器と有茎尖頭器や石匙等も少量出土している。

　ＳＲ 03（第６・36 図）　Ａ 10・11 からＦ 10・11 にかけて検出した。南西端は県道区で既に報告した。

やや幅広で緩く湾曲しながら北東へのび、南西と中央の肩に段をもつ。Ｃ10で南北２条に分岐し、湾曲

して調査区外の東方へ続く。また、ＳＤ01と直交し、ＳＲ01とは斜交している。遺物は流路の北東半に

まとまり、特に分岐した南側流路から多く出土した。須恵器の坏Ａ・Ｂと坏蓋等もあるが、中世の土器・

陶磁器が多く出土している。越前焼の甕や擂鉢、古瀬戸製品の花瓶、青磁・白磁の碗、土師質土器の皿

等があり、他に石製品のバンドコや五輪塔等も出土した。

　ＳＲ 04（第６・49・50 図）　Ａ 20・21 からＣ 12 にかけて検出した。埋没の過程から古代の上層段階

と弥生時代後期を主体とする下層段階に区分できる。共にＣ 12 でＳＲ 01 の南肩から南東へのび、Ｃ13

とＤ 19・20 で大きく湾曲して調査区外の東方へ続く。下層段階は、上層段階より流路が東側に幅広く、

断面も深くて埋土は粘質土である。不明確だが下層段階はＳＲ05～07、上層段階はＳＲ01と同時期に流

路が形成されていたと推察される。中世のＳＤ 26・27 と土器溜り 02 や古代の遺構面と重複しており、

下層段階が埋没後に上層段階の流路や古代の遺構面、次に上層段階が埋没後に中世の遺構面が形成され

たと考えられる。坏Ａ・Ｂと坏蓋や甕等が、Ｃ12・13 の南肩やＢ20・21 で埋土上層を中心にやや多く出

土した。弥生土器の甕や壺、高坏・器台と鉢等が、流路南端のＢ・Ｃ 20・21 とＤ 20 で北肩から底面に

かけ埋土下層を中心に特に多量に出土している。他に縄文土器や打製石斧等も少量出土した。

　ＳＲ 05（第 49・50 図）　Ａ・Ｂ 15 とＣ・Ｄ 15・16 で検出した。Ｄ 16 でＳＲ 06 の北肩から幅広くのび、

Ｃ 15 で湾曲し調査区外の北東へ続く。ＳＲ 04 下層やＳＲ 06 と斜交するが重複はみられず、埋土や遺

物も類似する。弥生土器の甕と壺や高坏・器台等が、流路南西を中心に埋土下層から多量に出土した。

　ＳＲ 06（第 49・50 図）　Ｃ 17・18 からＦ 19・20 にかけて検出した。南西端は県道区で、既に報告

した。Ｄ・Ｅ 15 とＥ 18・19 で大きく湾曲し、蛇行しつつ幅広くのびる。Ｃ 17・18 でＳＲ 04 下層へ続き、

ＳＲ 07 と同一の流路とも考えられる。弥生土器の甕と壺や高坏・器台等が、Ｄ・Ｅ 16 の北側とＥ・Ｆ

19・20 の南東で、肩から底面にかけて埋土下層を中心に多量に出土した。他に土版が１点出土している。

　ＳＲ 07（第 49・50 図）　Ａ18とＢ18・19 で検出した。ＳＲ04東肩から幅広くのび、調査区外の北東

へ続く。ＳＤ25・26と重複しＳＲ07が埋没後に構築される。弥生土器の甕が埋土下層で僅かに出土した。

　ＳＲ 08（第６・50 図）　Ａ26・27 からＥ27で検出した。不整な形状で幅広く北東にのび、Ｂ26で屈

曲して調査区外の北方へ続く。北西の肩に段をもつが断面は浅く、南東の立ち上がりが不明瞭である。
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第１節　小矢戸地区の遺構
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（１〜３ 包含層　４、５ SR08）
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（１〜３ 包含層　４ 遺構　５〜７ SD26　８〜13 SR07）

１ 褐灰色土　　　２ 黒褐色土　　　　３ 黒褐色土　　　４ 黒褐色土　　　５ 褐灰色土　　　６ 黒褐色土　　　７ 黒褐色土　　　８ 暗灰黄色粘質土

９ 灰色粘質土　　10 黒褐色粘質土　　11 黄褐色土　　　12 黄褐色土

（１、2 包含層　　３ SB21 P07　　４ SD07　　５〜10 SR06　　11、12 地山）
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1

3

4
5

5

N

N S

B27
S

162.000m

SR08

SR07

SR06

SR05

SR04

1

3
4

22

1 9

12
13 13

11 10 10

1
8
9

11
12

2

4

35
67

162.000m

N S
162.600m

12 6 6 1 1 2
411

5 5

8

7 7

10
9

3

B19

D16

N S
163.000m

16列
トレンチ1

1

2
34

W E
162.000m

1

9

12
10

11
15

18

2
534

5

N S
163.200m

N S
162.600m

B1B0

D10

1
5

6
8

3
6

3

6
6

9
7

3
5 5 3

2

47

10 11

C20

１ 灰色土　　　　　２ 灰色砂質土　　３ 灰色砂質土　　４ 暗青灰色砂質土　５ 灰色砂質土　　　６ 青灰色粘質土　　７ 暗緑灰色砂質土　８ 暗青灰色粘質土

９ 暗灰黄色砂質土　10 灰黄色砂質土　11 黄灰色砂質土　12 暗青灰色砂質土　13 暗灰色粘質土　　14 緑灰色砂質土　　15 暗青灰色粘質土　16 緑灰色砂質土

17 暗青灰色粘質土　18 青灰色砂質土　19 褐灰色砂質土　20 暗青灰色粘質土　21 暗青灰色粘質土　22 暗青灰色粘質土　23 暗灰色粘質土　　24 緑灰色粘質土

（１〜３ 包含層　４〜６ 遺構　７〜９ SR04上層　10〜24 SR04下層）

SR04

１ 黄灰色土　　　２ 灰黄褐色砂質土　３ 褐灰色土　　４ 黒褐色粘質土　５ 褐灰色粘質土　６ 黄灰色粘質土　７ 青灰色砂質土　８ 黄褐色砂礫

９ 黄灰色砂質土　10 黄灰色砂礫　　　11 褐灰色砂礫

（１〜３ 表土　４〜11 SR02）

SR02

１ 暗灰黄色土　　２ 灰色土　　３ 黒褐色粘質土　　４ 暗灰黄色粘質土　　５ 暗灰色粘質土

SR01

W E
162.000mB16

13
14

8
1818 16

15

17

6
7

1 110 7
8 9

20 24

13 1614
12

13 15
21
23

17

21
19

2

3

9

22

11
13

12

15

45
6 18

10
6 6

8
11

3 5

1
2 3

4

　第50図　ＳＲ01・02・04～08土層断面図（縮尺1/100）

－ 59 －



　第２節　太田地区の遺構

　１　掘立柱建物（第 51 ～ 56 図、図版第 27・28）

　ＳＢ 39（第 51 図）　Ｄ 38 からＥ 38・39 で検出した。桁行２間×梁間２間で北西から南東方向に棟を

もつ。規模は桁行4.3ｍで梁間3.7ｍ、柱間幅は桁行が2.1ｍ程で梁間が1.4～ 2.3ｍを測る。梁間の柱間

幅が不規則であり、やや小形の方形状を呈す。Ｐ01でＳＤ66、Ｐ02で同80、Ｐ08で同62と重複しており、

各溝が埋没後に構築されている。また、Ｐ 06 でＳＫ 37 と重複するが前後関係は不詳である。Ｐ 01・06

から須恵器と土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 40（第 51 図）　Ｅ38・39 からＦ38・39 でＳＢ39 の南西に位置する。建物の南西半は調査区外へ

ひろがり、桁行３間以上×梁間２間で南北方向に棟をもつと考えられる。規模は桁行5.1ｍで梁間3.0ｍ、

柱間幅は桁行が 1.6 ～ 1.8 ｍで梁間が 1.3 ～ 1.9 ｍを測る。Ｐ 02 ～ 06 で須恵器と土師質土器の破片が

少量出土した。

　ＳＢ 41（第 52 図）　Ｄ39・40からＥ39・40 でＳＢ39 の南東に位置する。桁行２間×梁間２間の総柱

構造で、南北方向に棟をもつと考えられる。規模は桁行4.0ｍで梁間3.6ｍを測り、やや小形の正方形状

を呈す。柱間幅は桁行が 2.0ｍ程で梁間が 1.6～ 1.8ｍを測る。Ｐ06でＳＢ43 のＰ05、Ｐ08で同Ｐ 02、

Ｐ09で同Ｐ04と重複し、埋没後にＳＢ43が構築されている。また、Ｐ01でＳＤ54、Ｐ03で同53、Ｐ 04・

09で同 51と重複しており、各溝が埋没後にＳＢ 41 が構築されている。

　ＳＢ42（第52図）　Ｄ40からＥ40・41でＳＢ41の南側に位置する。桁行２間×梁間２間の総柱構造で、

不明確だが南北方向に棟をもつと考えられる。規模は桁行 3.7 ｍで梁間 3.5 ｍ、柱間幅は桁行と梁間と

も 1.6 ～ 1.9 ｍを測る。南西隅柱のＰ 03 が内方へずれており、やや小形で不整な方形状を呈す。Ｐ 06

以外の各柱穴から土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＢ 43（第 53 図）　Ｄ39・40からＥ39でＳＢ41の北東に位置し、桁行４間×梁間３間で東西方向に棟

をもつ。規模は桁行 7.3ｍで梁間 4.5ｍ、柱間幅は桁行が 1.4 ～ 2.0 ｍで梁間が 1.4 ～ 1.6 ｍを測る。Ｐ

02でＳＢ41 のＰ08、Ｐ04 で同Ｐ09、Ｐ05 で同Ｐ06 と重複しており、ＳＢ41が埋没後に構築されている。

　ＳＢ 44（第 54 図）　Ｃ・Ｄ 40 でＳＢ 43 の東側に位置し、桁行３間×梁間３間でほぼ東西方向に棟を

もつ。規模は桁行 6.0 ｍで梁間 4.8 ｍ、柱間幅は桁行が 1.7 ～ 2.5 ｍで梁間が 1.4 ～ 1.8 ｍを測る。

　ＳＢ 45（第 54 図）　Ｃ38からＤ38・39 でＳＢ43 の北側に位置し、桁行３間×梁間３間で東西方向に

棟をもつ。規模は桁行 5.2ｍで梁間 3.8ｍ、柱間幅は桁行が 1.8ｍ程で梁間が 1.2 ～ 1.4 ｍを測る。Ｐ 04

でＳＤ 54、Ｐ 05 で同 51・52、Ｐ 06 で同 50、Ｐ 07・08 で同 49 と重複しており、各溝が埋没後にＳＢ 45

が構築されている。また、Ｐ 11 でＳＤ 46、Ｐ 11・12 でＳＫ 39 と重複するが前後関係は不詳である。

　ＳＢ 46（第 55 図）　Ｃ 36・37 でＳＢ 45 の北側に位置する。桁行２間×梁間２間の総柱構造で、ほ

ぼ東西方向に棟をもつと考えられる。規模は桁行と梁間とも 3.7 ｍを測り、やや小形の正方形状を呈す。

柱間幅は桁行が 1.8 ～ 2.0 ｍで梁間が 1.6 ～ 2.0 ｍを測る。

　ＳＢ 47（第 55 図）　Ｃ 36 でＳＢ 46 の北西に位置する。桁行３間×梁間２間の総柱構造でほぼ東西方

向に棟をもつ。規模は桁行4.7ｍで梁間4.2ｍ、柱間幅は桁行が1.4～1.7ｍで梁間が1.8～2.4ｍを測る。

　ＳＢ 48（第 56 図）　Ｄ 32 で検出し、遺構の集中域から離れている。桁行３間×梁間２間で北西から

南東方向に棟をもつ。規模は桁行 5.1ｍで梁間 3.8 ｍ、柱間幅は桁行が 1.4 ～ 2.0ｍで梁間が 1.8 ～ 2.0

ｍを測る。各柱穴ともＳＢ49 と同様にＳＲ09 と重複しており、同 09 の底面で検出した。時期は不詳だ

が同 09 の埋没過程で離水した時期があり、ＳＢ 48・49 が構築されたと推察される。
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第２節　太田地区の遺構
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第４章　遺構

第52図　ＳＢ41・42（縮尺1/60・1/80）
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第２節　太田地区の遺構

第53図　ＳＢ43（縮尺1/60・1/80）
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第４章　遺構

第54図　ＳＢ44・45（縮尺1/60・1/80）
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第２節　太田地区の遺構

第55図　ＳＢ46・47（縮尺1/60・1/80）
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第２節　太田地区の遺構

第57図　ＳＤ41～46（縮尺1/40・1/60・1/80）
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　ＳＢ 49（第 56 図）　Ｄ 31 でＳＢ 48 の北西に位置する。建物の西半は調査区外へひろがり、桁行３間

×梁間２間で北東から南西方向に棟をもつと考えられる。規模は桁行 6.0 ｍで梁間 4.2 ｍ、柱間幅は桁

行が 1.6 ～ 2.8 ｍで梁間が 1.9 ～ 2.2 ｍを測る。

　２　溝（第 57・58 図、図版第 25・26・28）

　ＳＤ 41（第 57 図）　Ａ 29 とＢ 29・30 で検出した。ＳＤ 41・43・44 は、調査区外からＳＲ 09 へ向け

て南北にのびる。ＳＤ 41 は、やや幅広く直線的で底部に段をもつ。土師質土器の破片が少量出土した。

　ＳＤ 42（第 57 図）　Ａ 29・30 とＢ 29・30 で検出した。ほぼ南北にのびて途中で南東へ緩く湾曲し、

ＳＤ 43 と重複するが前後関係は不詳である。須恵器の坏蓋２点が、南東の肩付近で隣在してまとまり、
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第２節　太田地区の遺構

第59図　ＳＫ35～44（縮尺1/40・1/60）
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他に土師質土器の破片等が少量出土した。

　ＳＤ 43（第 57 図）　Ａ29・30とＢ30 で検出した。ＳＤ41とほぼ平行して直線的にのび、西肩に幅広

く段をもつ。須恵器と土師質土器の破片が少量出土した。

　ＳＤ 44（第 57 図）　Ａ 29・30 で検出した。緩く湾曲して中程に段をもち、やや不整な形状を呈す。

ほぼ中央の底面で 20 ～ 40cm 大の礫がまとまって出土した。また、土師質土器の破片が少量出土した。

　ＳＤ 45（第 57 図）　Ｄ38 でＳＢ45 の北側に位置する。ＳＤ46 とほぼ平行し、北西から南東へやや幅

広くのびる。墨書の坏Ａ、須恵器と土師質土器の破片が少量出土した。

　ＳＤ 46（第 57 図）　Ｃ・Ｄ 38 で検出した。緩く湾曲してやや幅広くのび、ＳＢ 45 のＰ 11 やＳＤ 79

と重複するが前後関係は不詳である。墨書の坏蓋、須恵器と土師質土器の破片が少量出土した。

　ＳＤ 47 ～ 81（第 58 図）　Ｃ38・39とＤ 37～ 39、Ｅ 37～ 40、Ｆ 38～ 40で検出し、ＳＢ41～ 44の北

西にまとまる。ＳＤ47～ 78は、0.7～ 1.0ｍ程の間隔でほぼ平行し、細長く南北にのびる。大半は断面が

浅くて連続せず、中間が途切れている。ＳＤ79～ 81は、12.4ｍ程の間隔で平行して細長く東西にのび、Ｓ

Ｄ47～ 78とほぼ直交する。小矢戸地区のＳＤ06～ 24と同様な形状や分布の状況だが、溝群の方向や間隔

が異なる。また、ＳＤ49～ 52・54はＳＢ45、同 51・53・54はＳＢ41、同 62・66・80はＳＢ39と重複し

ており、各溝が埋没後に構築されている。ＳＤ52はＳＫ39、同 56・58はＳＫ37、同 79はＳＤ46と重複

するが前後関係は不詳である。ＳＤ51～ 63・69～ 81で、須恵器と土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＤ 82 ～ 93（第 58 図）　Ｂ 37・38 とＣ 38 でＳＢ 46 の東側にまとまる。0.7 ～ 1.0 ｍ程の間隔でほ

ぼ平行し、細長く南北にのびる。ＳＤ 47 ～ 81 と同様な形状だが、直交する溝はみられず、比較的狭い

範囲にひろがる。ＳＤ 82 ～ 86 で、須恵器と土師質土器の破片が僅かに出土した。

　３　土坑（第 59 図、図版第 28・29）

　ＳＫ 35（第 59 図）　Ｅ 37 でＳＤ 70 ～ 75 の北側に位置し、平面は小形でやや不整な楕円形状を呈す。

須恵器と土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＫ 36（第 59 図）　Ｄ 37 でＳＫ 35 の北東に位置し、他の遺構からやや離れる。平面は小形の円形状

を呈す。土師質土器の破片が僅かに出土した。

　ＳＫ37（第59図）　Ｄ・Ｅ38・39でＳＢ39の東側に位置する。平面はやや大形の楕円形だが断面が浅く、

東半の立ち上がりは不明瞭である。ＳＢ 39 のＰ 06、ＳＤ 56・58 と重複するが前後関係は不詳である。

坏Ａと土師質土器の破片が少量出土した。

　ＳＫ 38（第 59 図）　Ｄ 38 でＳＢ 45 の北西に位置する。平面は中程がくぼむ楕円形を呈す。

　ＳＫ 39（第 59 図）　Ｄ 38・39 でＳＢ 45 の北半に位置する。平面はやや大形の楕円形で、断面は浅く

立ち上がる。ＳＢ 45 のＰ 11・12、ＳＤ 52 と重複するが前後関係は不詳である。

　ＳＫ 40・41（第 59 図）　Ｃ 38 でＳＢ 45 の北東に位置する。共に平面はやや不整な楕円形で、底面に

緩く段をもつ。重複しており、ＳＫ 40 が埋没後に同 41 が構築されている。坏Ｈと土師質土器の破片が

少量出土した。

　ＳＫ 42（第 59 図）　Ｃ 40 でＳＢ 44 の北東に位置し、平面はやや不整な楕円形状を呈す。

　ＳＫ 43（第 59 図）　Ｅ 39 でＳＢ 40 の東側に位置し、小形で不整な形状を呈す。須恵器の坏Ａと鍋、

土師質土器の破片等がまとまってやや多く出土した。

　ＳＫ 44（第 59 図）　Ｂ 38 でＳＤ 82 の南東に位置し、小形の楕円形を呈す。弥生土器の壺と破片がま

とまって出土した。

第４章　遺構
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　４　旧河道（第６・60 図、図版第 26・29）

　ＳＲ 09（第６・60 図）　Ａ 30・31 からＥ 35 にかけて検出した。ＳＲ 04 と同様、埋没の過程から古代

の上層段階と弥生時代後期を主体とする下層段階に区分できる。Ｅ35でＳＲ10 の北肩から北西へのびる

が、東肩の立ち上がりは不明瞭である。Ｄ30・31で大きく湾曲して幅広くなり、調査区外の東方へ続く。

不明確だが下層段階はＳＲ11・12 下層、上層段階はＳＲ10 や同11・12 上層と同時期に流路が形成され

ていたと推察される。須恵器の坏Ａ・Ｂと坏Ｈや坏蓋、甕と壺等は、流路のほぼ全体で埋土上層を中心

にやや多く出土した。他に土師質土器皿や越前焼、青磁と白磁の破片等も少量出土している。また、弥

生土器の甕と壺や高坏・器台等は、流路北端の肩付近から埋土下層を中心に特に多量に出土した。

　ＳＲ 10（第６・60 図）　Ｅ35 ～ 37とＦ35～ 38で検出した。幅広く調査区外の南方へ続くが、ＳＲ09

や同 11 と同一の流路とも考えられる。須恵器で墨書の坏Ａ、坏Ａ・Ｂと壺や鉢等、及び土師器の甕等が

少量出土した。他に打製石斧も少量出土している。

　ＳＲ 11（第６・60 図）　Ａ34・35 からＤ35にかけて検出した。Ａ・Ｂ 34 で緩く湾曲して幅広くのび、

調査区外の北東へ続く。ＳＲ12と斜交するが重複はみられず、埋土や遺物も類似している。須恵器の坏

Ａと高坏や甕等が、流路南西のＣ・Ｄ35で埋土上層から少量出土した。また、弥生土器の甕と壺や高坏・

器台が、北東端のＡ 34・35 で埋土下層を中心にやや多く出土した。

　ＳＲ 12（第６・60 図）　Ａ35～39とＢ35 ～ 38で検出した。Ｂ35でＳＲ11の東肩からやや幅広く湾

曲してのび、南東端は浅く立ち上がる。ＳＲ 11・12 の下層段階は、流路が上層段階より東側に幅広く、

調査区外へひろがる。同一の流路であったが下層段階の埋没後、上層段階の流路や古代の遺構面が形成

されたと考えられる。須恵器の坏Ａ・Ｂと甕や高坏等が、流路の南東端を中心にやや多く出土した。他

に弥生土器の甕や鉢等も少量出土している。

第２節　太田地区の遺構
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